
1
．
は
じ
め
に

　

小
児
生
活
習
慣
病
の
専
門
外
来
を
昭
和
53
年

（
1
9
7
8
年
）
か
ら
観
て
き
た
立
場
か
ら
、
小
児
生

活
習
慣
病
の
最
近
の
動
向
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
1
つ

は
、
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
に
て
小
児
肥
満
と
指

摘
さ
れ
、
な
お
か
つ
耐
糖
能
異
常
や
脂
質
異
常
、
脂
肪

肝
な
ど
の
肥
満
に
起
因
な
い
し
関
連
す
る
合
併
症
を
有

す
る
「
肥
満
症
」
と
診
断
さ
れ
る
事
例
が
、
数
十
年
前

と
比
べ
て
、
3
倍
ぐ
ら
い
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
2

つ
目
に
は
特
に
高
度
肥
満
児
例
が
成
人
期
肥
満
症
へ
移

行
す
る
ケ
ー
ス
の
増
加
が
目
立
つ
こ
と
、
3
つ
目
は
、

新
た
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
要
因
と
し
て
、
母
体
妊
娠

中
の
胎
児
に
対
す
る
低
栄
養
な
ど
の
環
境
的
影
響
と
そ

の
後
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
若
年
性
心
血

管
病
の
発
症
と
の
関
連
性
、
す
な
わ
ち
内
臓
脂
肪
型
肥

満
へ
進
展
す
る
例
が
小
児
期
で
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
肥
満
症
の
急
増
の
原
因
は
、

単
一
で
は
な
く
現
代
の
わ
が
国
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
の
複
雑
な
背
景
が
存
在
す
る
た
め
（
図
1
）、
対

応
と
し
て
は
、
即
座
の
薬
物
療
法
は
主
体
で
は
な
く
、

個
別
の
行
動
変
容
が
肝
心
で
あ
り
、
肥
満
度
や
内
臓
脂

肪
蓄
積
の
軽
減
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
り
肥
満
に
由
来
す

る
健
康
障
害
、
す
な
わ
ち
肥
満
症
は
改
善
さ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
間
の
学
問
的
進
歩
を
ま
じ
え
て

解
説
し
ま
す
。

２
．
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
と
歴
史
に
つ
い
て

　

小
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
予
防
の
た
め
の
健
診
と
し

て
全
国
に
普
及
し
始
め
た
の
は
、
27
年
前
の
平
成
4
年

（
1
9
9
2
年
）
頃
で
あ
り
、
静
岡
県
に
て
も
す
で
に

伊
東
市
な
ど
で
は
じ
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
当
紙
「
け

ん
こ
う
静
岡
」
第
38
号
平
成
6
年
7
月
1
日
に
、
筆
者

の
寄
稿
し
た
「
い
ま
わ
が
国
に
お
い
て
、
な
ぜ
小
児
成

人
病
な
の
か
？
」
は
、
当
時
は
ま
だ
生
活
習
慣
病
と
は

呼
ば
れ
て
お
ら
ず
小
児
成
人
病
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
小
児
期
自
体
に
お
け
る
肥
満
な
ど
に
よ
る
Q
O
L

の
低
下
と
、
同
時
に
小
児
期
か
ら
の
高
血
圧
、
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
な
ど
に
よ
る
動
脈
硬
化
の
始
ま
り
に

よ
る
成
人
期
心
血
管
病
の
発
症
予
防
の
必
要
性
を
述
べ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
紙
第
69
号
平
成
14
年
4
月

１
日
に
お
い
て
、「
小
児
生
活
習
慣
病
を
如
何
に
防
ぐ

か
」
に
つ
い
て
筆
者
の
第
20
回
学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー
講

演
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
小
児

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
（
当
時
は
ま
だ
検
診
）
の
実
施

に
触
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
本
的
な
構
成
の
概
要

は
、
現
在
の
も
の
と
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ

ち
、
各
地
区
の
市
区
町
村
行
政
、
地
区
医
師
会
、
教
育

委
員
会
と
学
校
―
家
庭
―
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
3

者
一
体
へ
の
協
力
体
制
の
構
築
に
よ
る
小
児
の
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
の
実
施
に
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
図

2
）。
こ
の
よ
う
に
、
静
岡
県
予
防
医
学
協
会
は
、
小

児
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
取
り
組
み
は
全
国
的
に

も
先
駆
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

３
．�

静
岡
県
に
お
け
る
健
診
実
施
状
況
、
特
に
肥
満
小

児
の
増
加
に
つ
い
て

　

最
近
に
お
け
る
静
岡
県
に
お
け
る
健
診
の
実
施
状
況

は
、
平
成
29
年
度
静
岡
県
予
防
医
学
協
会
事
業
報
告
に

よ
れ
ば
、
小
中
高
生
合
計
6
，
7
9
6
人
で
し
た
。
こ

れ
は
平
成
11
年
度
同
報
告
の
、
合
計
１
９
，
0
9
9
名

の
半
分
以
下
の
数
字
で
す
。
こ
れ
は
、
単
に
少
子
化
の

影
響
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
に
お
け
る
税
収
と
予
算
の

関
係
か
ら
健
診
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く

響
い
た
、
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
が
、
健
診
の
意
義
か

ら
は
大
変
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
例
と
し
て
、
肥
満
に

つ
い
て
の
平
成
29
年
度
成
績
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す

と
、
高
校
生
は
対
象
人
数
が
少
な
い
の
で
触
れ
ま
せ
ん

が
、
小
学
生
男
女
で
肥
満
度
20
％
以
上
の
肥
満
出
現
率

は
、
13
．
9
％
、
同
中
学
生
で
は
10
．
5
％
と
、
全
国

平
均
は
10
％
を
割
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
よ
り
も
高

い
傾
向
が
顕
著
で
す
。
し
か
も
、
肥
満
度
50
％
以
上
の

高
度
肥
満
例
は
、
小
学
生
1
．
7
％
、
中
学
生
1
．

4
% 

と
こ
れ
も
全
国
平
均
は
1
．
0
%
を
割
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
高
い
水
準
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
特
に
高
度
肥
満
児
例
は
、
治
り
に
く
く
思
春
期
を

過
ぎ
れ
ば
、
そ
の
70
〜
80
％
は
成
人
期
高
度
肥
満
へ
移

行
し
、
か
つ
ま
た
肥
満
症
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
な
る
例
が
少
な
く
な
く
、
若
年
成
人
期
の
糖

尿
病
、
冠
動
脈
疾
患
罹
病
率
及
び
腎
透
析
患
者
数
が
増

加
し
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
る
慢
性
疾
患
と
し
て
極
め
て

多
大
な
国
民
医
療
費
の
出
費
に
つ
な
が
り
ま
す
。　
　
　

　

国
民
医
療
費
の
抑
制
が
叫
ば
れ
て
い
る
折
、
小
児
肥

満
・
肥
満
症
の
予
防
は
、
小
児
に
は
じ
ま
る
糖
尿
病
な

ど
生
涯
に
わ
た
る
健
康
障
害
の
最
た
る
も
の
で
有
り
、

そ
の
予
防
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
云
え
ま

す
。
日
本
全
国
に
お
け
る
肥
満
度
20
％
以
上
の
6
歳
〜

18
歳
ま
で
の
肥
満
人
口
は
1
5
0
万
人
、
そ
の
う
ち
軽

･
中
等
度
の
肥
満
は
約
1
3
0
万
人
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
小
児
期
に
お
い
て
こ
れ
ら
は
図
2
に
示
す
よ
う
な

適
切
な
対
応
に
よ
り
殆
ど
を
治
す
こ
と
が
可
能
で
す
か

ら
、
国
民
医
療
費
の
抑
制
か
ら
み
れ
ば
費
用
対
効
果
の

観
点
か
ら
も
大
切
な
学
校
保
健
の
課
題
で
あ
る
と
云
え

ま
す
。

４
．
女
子
中
学
生
の
や
せ
の
問
題

　

一
方
、
以
上
と
は
別
に
中
学
生
女
子
の
や
せ
の
出
現

率
が
、
7
．
2
%
と
極
め
て
高
い
点
も
注
目
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
や
せ
女
性
の
増
加

は
、
本
人
に
お
け
る
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
、
貧
血
な
ど

低
栄
養
の
身
体
へ
の
悪
影
響
は
歴
然
で
す
が
、
さ
ら
に

妊
娠
し
た
場
合
に
、
低
出
生
体
重
児
（
出
生
体
重

2
5
0
0
ｇ
以
下
）
の
出
生
率
が
高
く
な
る
こ
と
、
こ

れ
は
次
に
述
べ
る
が
、
胎
児
が
低
栄
養
に
曝
さ
れ
る
と

D
N
A
を
動
か
す
外
殻
の
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
へ
の
変
化
（
メ

チ
ル
化
や
ヒ
ス
ト
ン
た
ん
ぱ
く
の
修
飾
）
に
よ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
て
、
出
生
後
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
相
対
的

な
低
下
の
持
続
の
た
め
、
肥
満
化
し
2
型
糖
尿
病
、
そ

し
て
若
年
性
の
冠
動
脈
疾
患
罹
病
率
を
高
め
る
結
果
に

な
る
事
が
、
近
年
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
低
出
生
体
重

児
の
出
生
率
の
世
界
で
も
第
一
位
の
わ
が
国
と
し
て

は
、
由
々
し
き
問
題
で
す
。

５
．�

生
活
習
慣
病
の
新
た
な
発
症
要
因
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
の
変
化
に
つ
い
て

　

胎
内
成
長
の
重
要
な
時
期
に
低
栄
養
な
ど
の
環
境
的

障
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
多
く
の
臓
器
の
構

造
や
機
能
の
不
適
応
変
化
の
引
き
金
と
な
り
、
後
の
人

生
に
お
け
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
2
型
糖

尿
病
、
心
血
管
病
を
発
症
す
る
こ
と
が
、
世
界
的
な
大

規
模
疫
学
調
査
（
1
9
4
5
年
オ
ラ
ン
ダ
の
飢
餓
に
よ

る
胎
児
へ
の
低
栄
養
と
後
の
生
涯
に
お
け
る
心
筋
梗
塞

の
関
連
は
有
名
）
や
動
物
実
験
、
基
礎
医
学
に
よ
り
明

ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
小
児
肥
満
の
中
に
は
、
低

出
生
体
重
で
出
生
し
た
児
に
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
の
変
化
を
介
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

の
、
脂
肪
細
胞
機
能
等
に
臨
床
的
な
異
常
が
観
ら
れ
る

肥
満
･
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
表
現
型
を
示

す
も
の
が
存
在
し
、
通
常
の
肥
満
の
1
つ
の
エ
チ
オ
ロ

ジ
ー
と
し
て
混
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
臨
床
的
に

こ
の
よ
う
な
肥
満
小
児
は
、
内
臓
脂
肪
蓄
積
が
強
固
で

あ
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
を
、
い
た
ず
ら
に
本
人
の
生
活
習
慣
改
善

の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
、
叱
責
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
か
ら
判
断
し
て
も
わ
か
り
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
難
治
な
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は

W
H
O
や
国
連
に
お
け
る
非
感
性
疾
患
（
N
o
n
―

c
o
m
m
u
n
i
c
a
b
l
e 

d
i
s
e
a
s
e
s
）

に
よ
る
死
亡
率
の
軽
減
目
標
の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
医
療
検
査
技
術
の
進
歩
に
て
、
こ
の
よ
う

な
症
例
の
診
断
は
向
上
し
、
ま
た
脱
メ
チ
ル
化
な
ど
の

栄
養
シ
グ
ナ
ル
の
発
現
の
よ
う
な
研
究
方
法
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
サ
イ
エ
ン

ス
と
し
て
の
生
活
習
慣
病
の
個
別
的
発
症
前
治
療
へ
と

進
展
す
る
新
た
な
予
防
医
学
の
方
法
が
1
日
も
早
く
確

立
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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T E L
F A X

054－636－6460
054－636－6465
0120－39－6460

人間ドック
脳ドック ものわすれドック

「けんこう静岡」は、当協会ホームページから見ることができます。 http://www.shsa.net/ または「静岡県予防医学協会」で検索してください。


